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森林への竹の侵入は大問題です 

 山形県では森林への竹の侵入は初期段階の場所が大半で、現時点で森林への影響は感じに

くいかもしれません。しかし、全国では多くの問題が発生し、解決が困難になっています。

森林に竹が侵入した際に起きる問題について、全国の事例からまとめました。 

 

＜人工林（経済林）＞ 

① 竹稈の高さが立木の樹高よりも高い場合、スギやヒノキは枯死する。               

   
  

② 竹の枝葉とスギ・ヒノキなどが接触しスギ・ヒノキの主軸が損傷する。 

 
 

③ 竹が侵入した林のスギ・ヒノキは水不足になる傾向がある。 

 

＜広葉樹林（天然林）＞ 

① 竹稈の高さが立木の樹高よりも高いため、樹木が枯死し竹のみの林になる。 

② 竹のみになった場合、根や地下茎が浅いため、広葉樹が果たしていた土砂流出防止や表層

崩壊防止効果が低下する。 

③ 生物多様性が低下する。 

再造林後の生育に 

大きな影響を与えます 
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竹侵入度合の目安と所有林の確認 

 

 

 

 

 

 自分の森林に行き、竹が侵入しているかどうか、どのくらい侵入しているか確認し 

ましょう。特に、近くに竹林がある場合は竹林に近い部分から確認をしてください。 

侵入竹を見つけたら、早期の対応が必要です。 

 

＜侵入度合の参考＞ 

侵入初期・軽度の侵入            中程度の侵入 

   
ポツポツ稈がみられる程度          樹木本数と同数くらいの稈がみられる 

 

重度の侵入                 広葉樹林への侵入 

   

樹木本数より稈が多い。折れや倒れも発生 

竹が侵入しているかの確認が第一歩です 

より早い発見が対応を楽に、効果を大きくします 
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対応方法フロー図 

 

以下を参考にしていただくとマニュアルを効率的にご活用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

15m以内
の部分

栽培竹林 森林

15mより遠い範囲

所有森林確認で侵入竹が見つかった

はい

いいえ 継続して6月～11月に年1回の
確認をお願いします

森林は最も近いタケノコ栽培林から15ｍ以内にありますか？

本マニュアルに記載された
全ての方法により対応が可能です

① 伐採、刈払いでの駆逐
を目指す場合

5ページに移動

② 薬剤を注入して駆逐を
目指す場合で、稈の数が
少ないなど一度に対応が
可能な場合

7ページに移動

③ 薬剤を注入して駆逐を
目指す場合で、稈の数が
多いなど複数年かけて
対応する場合

9ページに移動

タケノコ栽培者から
2年間タケノコが

収穫できなくなることの
了承が得られますか？

以下の方法を検討してください

はい

いいえ

いいえ

はい

① 伐採、刈払いでの駆逐
を目指す場合

5ページに移動

スタート
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伐採による方法       全稈の継続伐採 

 

森林に侵入した竹は、1 度の伐採だけで駆逐することは困難であり、継続した伐採が必要

です。ここでは、どの程度伐採を継続すると竹を駆逐もしくは抑制できるかについて調査し

た結果を紹介します。 

 

4 年間継続して伐採（刈払い）を行うとどうなるか？ 

 3 月に竹を伐採し再造林が行われた林で、新竹発生後の 6月から稈の再生が停止する 11 月

まで約 1ヶ月間隔で、4年間継続して伐採（刈払い）を行い、再生した稈の種類、本数を調

査しました。再生する稈の種類はタケ，サバエ（ササに似たホウキ状の小さな竹）のいずれ

かで、サバエは特徴により 3種程度に分かれます。       

 

＜再生してくる稈＞ 

 

 

＜結果＞ 

 

① 発生本数は年を追うごとに減少し、4年目には極めて少なくなります。 

② 前年の秋に再生本数が少なくなっても、翌春の新竹発生時に急増する傾向が見られる 

ため、伐採を継続するかの判断は 6月に行う必要があります。 

③ 伐採後 1回目はタケが発生するが、継続した伐採（刈払い）により、それ以降は 

サバエになります。 
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通常下刈りで効果はあるのか？ 再造林予定地で伐採（刈払い）効果を高める方法 

月 1 回の継続伐採（刈払い）が難しい場合を考え、伐採後 1～3 年目にかけて年 2 回刈（5

月下旬、9月中旬）、4 年目に 1回刈（5月中旬）を行い、継続伐採との効果を比較しました。 

また、再造林予定地で侵入竹を伐採（刈払い）する場合、より駆逐・抑制効果を高める可

能性のある方法がわかったので紹介します。 

    

 

① 通常下刈りは、5年目に連続伐採（下刈り）の 10～30 倍の稈が発生していました。 

竹にならずサバエで維持されており、年 2回刈りでもある程度の効果はありますが、 

連続伐採より長期間の管理が必要です。 

② 竹林に近接する箇所と作業道を挟んだ箇所では、再生本数が大きく異なります。 

皆伐・再造林予定地では、竹林からの根を分断するように作業道を入れると、 

下刈り効果が高まると考えられます。 

車道
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通常

下刈り
A

通常
下刈り

B
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薬剤による方法          全稈注入 

 

薬剤の使用は、短期間で大きな効果を上げることができる方法です。ここでは、グリホサ

ートアンモニウム塩液剤（商品名：ラウンドアップマックスロード）を用いた方法について

実証試験の結果とともに紹介します。 

 

注入の効果 

 

① 注入後、稈は徐々に変色して部分的に枯れていき、翌年には枯死します。 

② 注入時期の違いで枯死までの時間が異なります。 → 詳細は次ページ上段に記載 

 

6 月注入後の稈の変化            8 月注入後の稈の変化 

 

注入手順・方法 

 

 

高さを測り穴の位置を   穴を開けます       原液 10mL を穴に    穴を塞ぎます 

決めます（高 30～100cm            注入します    （ガムテープ等） 

節の 2～3cm 下） 
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注意点 

・農薬登録上の処理方法を事前に必ず確認してください 

・枯らしたい竹は全ての稈に注入が必要です 

・処理時期は夏(6 月～8 月)と秋（9 月～11 月）があります。夏注入の場合、効果が出て 

くる目安は 3ヶ月、秋注入の場合は 6ヶ月です。 

・処理竹から 15m 以内に発生した竹の子は 2年間食用にできません。本マニュアル「対応 

方法フロー図」に書いたように、近隣に竹林がある場合は、このことについて了承を 

得た上で処理を行ってください。 

 

 

1 日に処理可能な本数 

前ページの注入方法に従って、傾斜 20 度の場所で 1時間の処理を行い、実施可能本数を調

査しました。その結果から、処理経費と労力を試算したところ以下のようになりました。 

 

2 人 1 組での 1 時間の処理本数：30 本 

↓ 

1 日（6h）の処理可能本数 180 本 
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薬剤による方法      侵入先端竹への注入 

 

竹の侵入本数が多い場合、全ての稈に 1度に薬剤注入を行うことが難しい場合があります。

しかし、複数年に渡って注入を行う場合、注入を行っている期間中にも、森林への竹の侵入

は進んでしまう可能性があります。このため、複数年計画で薬剤注入を行う場合などは、侵

入を抑えるような対策を施してから処理を行っていくのが効率的です。このページでは、侵

入の先端に位置する稈にはじめに薬剤を注入することで、侵入や拡大を 1 度抑制する方法に

ついて、実証試験の結果を紹介します。 

 

稈の侵入方向が予測できる場合 

侵入の最先端と考えられた範囲の竹（9 本）に薬剤注入を行いました。注入薬剤、手順、

方法については、本マニュアルの「全稈注入」（P2～8）に記載したとおりです。 

注入後 1 年目に 2 本，3 年目に 1 本の新竹が先端範囲付近に発生しました。しかし、通常

の侵入竹発生本数と比較して発生本数は少ないと判断されました。また、侵入方向先端のよ

り離れた位置に発生することはありませんでした。 
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稈の侵入方向を予測できない場合  

侵入方向が明確ではなかったため、侵入竹の外郭を囲むように注入を行いました。注入薬

剤、手順、方法については、本マニュアルの「全稈注入」に記載したとおりです。 

薬剤注入後 5 年間、新しい侵入竹の発生は確認されませんでした。また、注入した稈以外

の近接する稈の枯損も確認されました。 

 

 

 

 

 

竹の侵入先端範囲に適切に薬剤注入を行うことで、複数年は 

新たな幹の発生を抑制でき、対策を計画的に講じる期間を 

確保できる可能性があります。 
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＜参考情報＞       １ｍ伐採は効果があるの？ 

 

 最近、竹を枯らす方法として、冬に高さ 1ｍの位置で稈を伐る「1ｍ伐採」について興味を

お持ちの方が多いようです。山形県森林研究研修センターでは、実際に 1ｍ伐採を試験的に

実施しましたが、稈の再生状況は通常の伐採と大きな差はありませんでした。 

 現代農業（一般社団法人 農山漁村文化協会）2019 年 4 月号でも紹介されていますが、効

果がみられた事例、みられなかった事例の両方が紹介されています。 

実施に当たっては、１ｍの高さで稈が残るため、その後の作業の支障にならないか、景観

上の支障がないかについても併せて検討されることをお勧めします。 

 

 

12 月に１ｍの高さで伐採 

 

 
翌春に稈が再生した様子。伐根は残ったまま 
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＜参考情報＞  伐採（刈払い）後の再生稈を薬剤処理できるの？ 

 

 伐採後の再生稈や、継続伐採（刈払い）途中の稈で薬剤処理が行えるかのお問い合わせを

いただくことがあります。 

 薬剤注入の方法については、本マニュアル「全稈注入」（P7～8）に記載しておりますが、

稈にドリルで穴を開ける必要があります。このため、再生した稈が細い場合は、注入による

処理を行うことができません。この場合の実施方法については、ラウンドアップマックスロ

ード HP（https://www.roundupjp.com/faq/maxload/use/wither/）に以下の記載があります

ので、参考にしてください。 

 

竹幹が細く注入できない場合は？ 

ササを枯らすときのように秋(9月～11月)にラウンドアップマックスロード 50倍液 

を葉に直接散布してください。また、竹幹が細く、しかも背が高くて散布すること 

ができないときは、梅雨明けのころに一度竹を刈り払い、再生した背の低い竹に、 

晩秋に 50倍を散布するという方法もあります。 

 

 

山形県森林研究研修センターでは、前述した 1ｍ伐採の実施地の再生稈に対し、上記の方

法で 2回の散布を行い、再生稈の発生が抑制されることを確認しました。 
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＜参考情報＞     地下茎の物理的遮蔽 

竹林から地下茎の侵入を防ぐことができれば森林へ竹は侵入しません。このため、地下茎 

の伸長を物理的に遮断することも方法の 1つです。鉄板、トタン、シートなど様々な資材の

使用がありますが、近年利用されている事例として、「防根シート」を紹介します。 

 

事例 1：RCF 防根・防竹シート（詳細は引用文献より HP へ） 

 
 

事例 2：防根シート スミリン・バンブーエッジ（詳細は引用文献より HP へ） 
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